
 

 

 

 

各分野における子育て応援の取組 

資料４ 



JR東日本の子育て応援の取り組みについて

2019年6月26日
東日本旅客鉄道株式会社



ＪＲ東日本の子育て支援事業 ～HAPPY CHILD PROJECT～①

• 仕事と家庭の両立をサポートし地域に貢献したい。そんな思いのもと、「HAPPY CHILD PROJECT」
と総称し、JR東日本グループでは駅型保育園、駅型学童等の施設開設だけでなく、親子で参加でき
るイベント開催など、子育て中の家族を応援する幅広い取り組みを進めている

• 現在、子育て支援施設は138箇所となり、年間約7,500人のお子さまにご利用いただいている
• 今後も子育てに関する様々なニーズにお応えしながら、子育て支援から暮らしやすい沿線づくりへと歩み

をすすめ、安心で快適な子育て環境の未来へ挑む

■保育園開設の基本的な考え方
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ＪＲ東日本の子育て支援事業 ～HAPPY CHILD PROJECT～②

■子育て支援施設開設状況 2019年4月現在 ■子育て支援イベント

写真：保育園での乗車マナー教室の様子

写真：子ども鉄道作品展の様子 3



JR東日本子ども見守りサービス「まもレール」の展開

• お子さまの改札通過情報（駅名、時刻、チャージ残額）を保護者に通知する
サービス

• 対象者は小学生、中学生、高校生
• 利用料は月額500円（税抜）
• サービス対象駅は、首都圏244駅（2019年4月1日現在）
• 都営交通と東京メトロが参画し、2020年春にサービス対象駅を拡大予定

メールイメージ ４



ゆったりグリーン車で新幹線デビュー

2018年度年末年始、2019年度GWと繁忙期の東北新幹線「やまびこ」・「はやて」のグリーン車1両を
貸切りで乳幼児のお子様連れのお客さま限定に特別価格で提供
• 有料人員お一人様につき、グリーン車指定席を２席利用可能
• お子様連れのお客さまのみで、他のお客さまを気にせず安心
• おむつ交換台のあるトイレや多目的室が最寄りにあり安心

商品パンフレット（GW）

お客さまご利用の様子

５

夏休みも設定予定



ＪＲ東海 会社概要

令和元年６月26日 第２回 子育てにやさしい移動に関する協議会 1

当社は、東京、名古屋、大阪間を結ぶ日本の交通の大動脈である東海道新幹線、
及び名古屋・静岡地区の都市圏輸送を中心とした12線区の在来線を運営してい
ます。

営業キロ： 1,970.8km 内訳:新幹線 / 552.6km 在来線 / 1,418.2km
駅 数： 405駅



ポスターの掲出
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「ベビーカーキャンペーン」ポスターを展開。
2019年版ポスターとともに鉄道利用者向け「ヘビーカーの安全な使用の
ために」を連貼りにて掲出。

掲出例（名古屋駅）

令和元年６月26日 第２回 子育てにやさしい移動に関する協議会



駅トイレの設備改良
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新幹線駅
改札内の全てのトイレにベビーチェアを整備。
（2020年6月頃までに、各駅で使用開始）
在来線駅
東海道新幹線停車駅、お客様のご利用の多い駅、イベント会場の最寄り駅等の
13駅の改札内のトイレを改良。ベビーチェアを設置。
（2020年度末までに、対象の全駅で整備完了予定）

令和元年６月26日 第２回 子育てにやさしい移動に関する協議会



注意喚起ステッカーの掲出

4

安全にご利用いただくために注意喚起ステッカーを駅内に掲出。

令和元年６月26日 第２回 子育てにやさしい移動に関する協議会



参 考
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「こども１１０番の駅」「声かけ・サポート」運動

駅構内ポスターの掲出

令和元年６月26日 第２回 子育てにやさしい移動に関する協議会

ステッカーの掲出



参 考
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過去のファミリー車両
の様子

旅行商品パンフレット

「ファミリー車両」の設定

令和元年６月26日 第２回 子育てにやさしい移動に関する協議会



鉄道マナーについて考える機会の提供
生き物ペディア、安全教室

■ＪＲ西日本の子育て応援の取組み

移動履歴を把握
よく行く場所の
情報も自動通知

最短1~2分間隔
で現在地を把握

マナー啓発イラストを学生を中心に募集、表彰

近隣に博物館などの設備がある駅に
こどもトイレなどを設置

関西の他私
鉄と共同で
実施



民鉄による

「子育て応援」の取り組み

２０１９年６月２６日（水）

一般社団法人日本民営鉄道協会

Japan Private Railway Association

車両内フリースペース（京成電鉄）

エレベーター（小田急電鉄）



（一社）日本民営鉄道協会及び民鉄の取組

Japan Private Railway Association １

妊婦や子どもなどのお客様に鉄道をより安心してご利用いただくため、協会では鉄道事業
者と連携して、キャンペーン、イベント開催・ポスター・ステッカーの掲示、チラシの配
布等により、啓発活動に取り組んでいます。

ベビーカー利用に関するキャンペーン、「マタニティマーク」の普及促進のイベント、ポス

ター掲出及びマタニティマークの提供、「声かけ・サポート」運動強化キャンペーン、「こ

ども１１０番の駅」のポスター、ステッカー、レジャーシートの作成掲出、「鉄道における

子育て応援の取組」検討会への参加 等

民鉄では、誰もが安全で安心・快適な輸送サービスに努めると
ともに、妊婦や子ども連れなど子育て世代にやさしく利用しや
すい環境、暮らしやすい沿線のまちづくり、働き方改革にも取
り組んでいます。

〇 妊婦や子ども連れなど安全で安心して移動できる鉄道

〇 子育て世代が生活しやすい沿線まちづくり

〇 子育てしやすい職場の環境づくり

エスカレーター、エレベーターなど駅施設、車両フリースペース、授乳室、女
性専用車両、ベビーカーキャンペーン、こども１１０番、見守りサービス 等

保育施設、宅配ボックス、ドラッグストア、キッズパーク、住み替え支援 等

出産・育児休暇、時差通勤、テレワーク、人材相互受入スキームの導入 等

子育て世帯に対する住
み替え支援｢もっと
ずっとプロジェクト｣
（東武鉄道）

ベビーカー
キャンペーン

１．協会の子育て応援

〇 主な取組

２．民鉄における取組



Japan Private Railway Association ２

３．大手民鉄による最近の取組事例 ①



Japan Private Railway Association ３

３．大手民鉄による最近の取組事例 ②



Japan Private Railway Association ４

３．大手民鉄による最近の取組事例 ③



今後とも、子育てにやさしい輸送サービスの提供に向けて、業界内で広く情報交換・共有、横展

開しながら取り組んでまいります。

Japan Private Railway Association ５

©YASUO ©YASUO ©YASUO

（一社）日本民営鉄道協会は、安全安心な輸送の確保と快適な輸送サービスの提供に
取り組むことにより、鉄道事業及び軌道事業の健全な発展を図り、国民経済の発展に
寄与することを目的とする団体です。【加盟社数】73社（大手16社、地方57社）

４．結び
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地下鉄事業者による「子育て支援」について 

 

一般社団法人 日本地下鉄協会 

 

 

 東京メトロ、大阪メトロ及び公営地下鉄の合わせて１０社局における、お子様連れのお客様に対する配慮・支援等について

まとめた。 

 

１．子育て支援に関するプラン等について 

  子育て支援に特化したプラン・計画等を作っている事業者はないものの、多くの事業者が「経営計画」等の中で、お子様

連れのお客様への対応に関連する事項について取り上げている。 

 

   ・「子育て支援に資する対策」に触れているもの・・・・７社局 

   ・記述がないか、「経営計画」を作っていない・・・・・３社局 

 

２．車両施設について 

 ① ベビーカースペース 

 ベビーカースペース（車いすスペースとの共用を含む）については、何らかの形ですべての列車編成に設置されている

が、車両の導入時期等により設置数に差がある。 

新しい車両では、すべての車両に設置されるのが基本となってきているが、古い車両については、１編成のうちの２両

にのみ設置というパターンが多い。 

現時点では、営業運転の全車両に設置しているという事業者は、1社局にとどまっているが、すべての事業者において

「全車両にベビーカースペースが設置されている」編成の列車を投入している路線を持っている。 

 

 ② その他 

   ・全車両に車いすスペースを設置しているが、それとは別に、ドア脇に「ゆっとりスペース」という多目的スペースを設

置し、ベビーカーのイラストをつけて利便性を図っている（Osaka Metro）。 
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３．駅施設について 

① 授乳室 

    駅施設の中に授乳室・スペースを設置する事業者が増えてきており、７事業者が、改札内外のいずれかに、授乳スペ

ースを設置している。 

    

 ・複数設置している・・・・・・４社局 

     ・１カ所・・・・・・・・・・・３社局 

     ・設置していない・・・・・・・３社局 

 

  ② おむつ替え施設・ベビーシート 

    すべての事業者が、授乳スペースや多目的トイレの付随施設として、おむつ替え施設やベビーシートを設置している。 

    設置個所数は、すべての事業者で駅数と同じか駅数より多く、ほぼ全ての駅に普及しているものと思われる。 

 

  ③ その他 

    多くの事業者が、トイレにベビーチェアの設置を進めており、ピクトグラムで表示している事業者もある。 

 

 

４．保育施設について 

    鉄道事業者が沿線施設を保育施設として利用したり、施設を貸与する動きがありますが、地下鉄においても、３事業者が

高架下等を保育施設に活用している。 
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 ５．子育て支援に資する割引切符等 

① 幼児運賃について 

  子育て支援対策として「同伴幼児の無料人数の拡大」を行うという社局があったことから、大人または運賃を払った

子供が同伴する幼児（１歳以上６歳未満）を無賃扱いとする人数について調査した。 

   

   ・同伴幼児１名のみ無料・・・・・・・・・・・・・・・・・１社局 

   ・同伴幼児２名まで無料・・・・・・・・・・・・・・・・・７社局 

   ・同伴幼児４名まで無料・・・・・・・・・・・・・・・・・１社局 

   ・保護者（父親・母親等）の同伴する幼児は全員無料・・・・１社局 

 

   ② 企画切符等 

   ・夏休み等の長期休暇時に、子供運賃を初乗り運賃に固定 

・「１DAYお子サマーパス」（夏休み限定の子供向け１日乗車券） 

   ・特定の路線は、中学生以下通年無料で乗車し放題 

   ・親子連れ用割引「ファミちかきっぷ」「ファミリーペア券」 

  

６．その他の取り組み 

     その他、子育て支援に資すると考えられる地下鉄事業者の取り組みについて紹介します。 

 

 ・「女性と子どもの安心車両」を、平日の始発から 9時まで、1編成に 1両設定している（札幌市交通局）  

     ・一部の車両に「子育て応援スペース」を試験導入（東京都交通局） 

     ・子供見守りサービス「まもレール」への参画を企画（東京メトロ、東京都交通局） 

       ・ホームページに、「子育て支援情報」のページ（Osaka Metro） 

     ・子供向けロボットプログラミング教室開校（東京メトロ） 

     ・トイレ改修時に「子供の利用しやすいトイレ」をめざす（名古屋市交通局） 

  ・エレベーターに「ベビーカー優先」の表示を行っている（福岡市交通局等） 

以上 



「鉄道における子育て応援の取り組み」検討会

第１回子育てコンソーシアム会合を受け、「鉄道における子育て応援の取り組み」に
ついて、各事業者の先行的取り組みを、業界内で広く情報交換するとともに、
共有・横展開し、取り組み推進の具体的方策を検討するため、検討会を設置。

■参加メンバー

■主な検討事項

国土交通省鉄道局、日本民営鉄道協会
JR東日本、東京メトロ、東急電鉄、西武鉄道、東武鉄道
※随時メンバーを拡大し、全国的な展開を目指す。

子育て応援に資する車両や駅施設等について広く情報交換、共有、横展開するとと
もに取り組み推進の具体的方策を検討。

■第１回検討会 平成３０年１０月２４日
■第２回検討会 平成３１年 ３月２０日

※引き続き、定期的に開催



令和元年６月２６日

公益社団法人 日本バス協会

子育てにやさしい移動に関する協議会資料



１．バス事業の概要

（１）輸送量

1

（２）事業者及び車両 （平成２９年度）

＜車両＞

乗合バス ６０，５２２両

貸切バス ５１，１０９両

（平成２９年度）

＜事業者＞

乗合バス ２，２６６者

貸切バス ４，３２４者

バスはお子様からお年寄りまで地域の方にとって最も身近な公共交通機関
１日当たり輸送人員１，２７０万人（日本の人口の１／１０）

１日当たり１，２７０万人

乗合 ４３億４，２００万人

貸切 ２億９，７００万人

計 ４６億３，９００万人

４６億３，９００万人

１４億４，５００万人

１５４億８，５００万人

９３億１，３００万人

タクシーＪＲ

民鉄

バス

4.7％

50.1％

30.2％

15.0％

合計：３０９億人

輸送人員



・幼稚園バス
・スクールバス
・路線バス（通学利用）

２．児童・学生輸送

子どもたちの成長に合わせ、安全・安心なバス輸送サービスを提供

（１）通園・通学 （２）学校行事

・修学旅行
・校外学習
・部活動等

【平成３０年７月豪雨の復旧・復興支援にバスが活躍】
・鉄道不通区間でのバスによる代行輸送（通学・通勤に対応）
・被災者・ボランティア輸送

2

平成30年度は川崎市の小学校３・４年生を
対象に約２０両のバスを無償提供予定

参 考



３．子育て応援（１）

3

（２）運賃

（３）子ども連れの方にも使いやすいバス

２００７年（Ｈ１９） ２０１７年（Ｈ２９）

１２，２１６ 両 ２６，００２ 両

１０年間で２．1倍に増加

①普通運賃（標準約款）

〇幼児：無料

〇小学生：大人普通運賃の半額

※夏季休暇等で小学生向けの割引運賃を

実施する事業者もいる

②定期券

○通学定期の割引等

ノンステップバスの台数

（１）日本バス協会に子育て応援推進本部を設置

平成３０年９月１０日



4

３．子育て応援（２）

（４）ベビーカーでのご利用支援

事業者でのＰＲ事例

②ベビーカー利用に関する啓発キャンペーン①利用方法の周知



関係自治体 対象となるバス路線 運行会社 無料化等の事例

山形市
(山形県)

ベニちゃんバス、
山形市コミュニティバス
高瀬線
(コミュニティバス)

山交バス 妊婦無料、
未就学児の親無料

山形市地域交流バス
南部線
(コミュニティバス)

山交ハイヤー

港区
(東京都)

ちぃバス
(コミュニティバス)

フジエクスプレス 妊産婦無料
（妊娠～産後1年未満）

葛飾区
(東京都)

路線に制限なし 多数のバス事業者 「マタニティパス」
妊婦に5,500円分チャージした交通系ICカードを交付

長久手市
(愛知県)

Ｎ－バス
(コミュニティバス)

名鉄バス 妊婦無料、未就学児の保護者無料、小・中学生無料

大垣市
(岐阜県)

名阪近鉄バス
(大垣市内)

名阪近鉄バス 妊婦無料、小学校2年生以下の子を同伴の場合無料

大阪市旭区
(大阪府)

あさひあったかバス
(コミュニティバス)

北港観光バス 妊産婦無料、未就学児の保護者無料

加西市
(兵庫県)

ねっぴ～号
(コミュニティバス)
神姫バス(加西市内)

神姫バス 妊婦無料、未就学児の保護者無料、小・中学生無料

はっぴーバス
(コミュニティバス)

加西親栄自動車 妊婦無料、未就学児の保護者無料、小・中学生無料

（ちぃばす）

注：無料化に伴う費用は、原則自治体が負担している ５

３．子育て応援（３）

（５）妊産婦のバス利用無料化の事例



武蔵野市近郊のバス会社において
お客様が持ち帰れるように

バス車内へのご案内の掲示を実施

金沢市が実施している事例

ベビーカー貸出しサービス事業「ベビ吉」は、吉祥
寺駅周辺でどなたでも自由に利用できるサービス。
・貸出場所：市内５カ所の商業施設等
・利用料：無料

ベビーカーのレンタルサービス「ベビのり」は、市
民や金沢にお越しの観光客の方が、買い物や観光な
どで気軽に利用できるサービス。
・貸出場所：市内８カ所の観光拠点等
・利用料：１日１回２００円

６

武蔵野市が実施している事例

３．子育て応援（４）

（６）ベビーカーシェアリングの取組への協力



運転席からのバス車両
の死角を説明

バス乗車時の車内
マナーをパネルで
説明

降車時も注意が必要

バス停での
待ち方

７

３．子育て応援（５）

（７）新一年生に対しバスの乗り方教室を実施



４．広報活動

国土交通省の「こども霞が関見学デー」への協力

〇子育て支援にも、今後協力

８

例：国土交通省「東京２０２０オリンピック・
パラリンピック競技大会特別仕様ナンバー
プレート」ポスターを掲出

①こども霞が関見学デー ②バス車内の広告枠を利用した、
公益的な広報への協力

平成３０年８月１日（水）・２日（木）開催

令和元年度も周遊予定



子育て応援への取組

令和元年６月２６日

一般社団法人 日本旅客船協会



広い。

裸足で走り回れる。

は、小さなお子さま連れのお客様を
応援します。船

明石海峡大橋 くぐり

ジャンボフェリー授乳室

１

小笠原海運 授乳室

２

安心。

ぐずっていても大丈夫。

３

楽しい。

はしゃいでもOK。

（ほかのお客様に気兼ねすることなくご利用いただける環境をつくります。）



乳幼児連れの方・妊婦の方を支援するための取組み

２

① 乳幼児連れの方・妊婦の方などに他のお客様より早く船内に案内

② 混雑時に船内放送等で席の譲り合いをお願い

③ ベビーカー利用者に対する乗船客の協力をお願いするポスターのターミナ
ルや船内への掲示

④ 乳幼児連れの方のバリアフリーエレベター等の優先利用案内の掲示

⑤ 授乳室、女性専用室、キッズルーム、ベビーシート、ベビーチェアーなど
の設置


